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H本を支える研究活動と技梢開発

世界初水を利用した光変調器

1 東京理科大学 I ケルス効果から、巨大な光変調信号を取
り出す方法を発見した。

理学部第一部物理学科の徳永英司教授
らの研究グル ープは、ナノメ ートルオ ー

ダ ーの厚さの水の界面上で発生するポッ

ポッケルス効果とは、物質に対して外
部から電圧が加わった際に電圧に比例し
て物質の屈折率が変化する現象。多くの

■ 学生が「防災ポー チづくり」イベント
I 工

学院大学 1 体験型学叫総合防災訓練の一獨として、学生企画 ・ 運営に
よる「防災ポ ーチづくり」を実施した＝写真。歯磨きシ ート
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参加者が専用のポ ーチに詰めていく企画で、

［言□旦□虐羹＿ー←ユかな」などと話しながらグッズをポ ーチに詰めていた。災害に備えるとともに被災
時に必要なモノや対応を改めて考える良い機会になった。

■ 自動運転バスを公道実証運行に提供

I埼玉
工業

大学I
兵庫県播磨科学公園都市での自動運転公道実証運行に協

力した。同公園都市の公道往復約 6 ""□ 間を法定速度（最高
時速50""□)で走行する自動運転バスの実証
運行に開発中の自動運転バスを提供、オペ
レ ータ ーも派遣して技術サポ ートした。

今回の公道走行では神姫バスおよびウエ
スト神姫のバスドライバ ー が担当し、その
ドライバ ーの研修および本番のドライバ ー

サポ ートも担当した。毎回13人が乗車して r, �� 烹�紬9い1T r, し ,_一g ............ ,� 

5 日間で計500人以上の一般市民や理研の 自動運転公道実証運行にラッピン
関係者が自動運転を体験試乗した。 グした埼玉工大の自動運転パス

■ 無尾翼小型VTOL試作機を開発
1 金沢工業

大学
1 工学部航空システム工学科の赤坂剛史研究室と情報工学

科の中沢実研究室は、金沢エンジニアリングシステムズ、
一般社団法人・組込みシステム技術協会(JASA)と共同で、固定翼を持つ無尾翼
小型VTOL (垂直離着陸機）の試作機を開発した＝写真。離島や山間部での薬な
どの小口輸送を想定したもので、トラプル時
には安全に着陸できる適応制御も実装してい
る。

昨年7月、ドロ ーンを使った小口輸送の研
究に取り組むJASAが金沢工業大学でドロー

．

ン自作講習会を開いたのをきっかけに、共同
研究が本格的にスタ ート。研究チ ームでは、
離島・山間部の小口輸送を念頭に、 500名うの 馳： ｀
荷物を3-t-

o先に運べる仕様とし、最終的には ' .. � 
白山麓における薬輸送での活用を目指している。製作レシピは最終的にはオ ー プン
ソースとして公開し、国産ドロー ン産業の育成に寄与する考え。

■ 精密な放電シミュレ ー ション技術を開発

1東京都市大学［
パ

工学部電気電子通信工学科の岩尾徹教授は、鉄道車両の
ノタグラフなどが離線することに伴う「アー ク放電」の

現象を解明、これらを防ぐための精密な3次元シミュレ ー ション技術を開発し
た。

「ア ー ク」は温度が5000℃以上で強い光を発する特徴があり、「離線ア ー ク放

光変調器では活性材料としてポッケ
ルス係数の大きいニオプ酸リチウム
が使用されているが、コスト高が課
題となっていた。今回の研究では市
販のガラス基板上酸化物透朗電極を
電解質水溶液に浸して、白色光を電
極と水の界面で全反射するように人
射。対極との間に数杷の電圧を加え
たところ、特定波長でおよそ50%も
の光強度の変調が観測された。この
光変調器は水と透朋電極薄膜の間の

2璽 I

ガラス基板

強度変調光

ナノメ ートルオ ー ダ ーの界面を利用する
ため、従来品と比ベサイズがコンパクト
であり、製造コストも安価になる。この
研究の成果は、光通信や指向性ディスプ

レ ー、界面センサーなどさまざまな面へ
の展開が可能と考えられ、また物理学、
化学、生物学にまたがる広範な研究分野
での応用が期待される。

■ 伸縮性小型ポンプでソフトロボット進化へ
1 芝浦工業

大学 I 電気通信大学、スイス連邦工科大学ロー ザンヌ校との共
同研究グループが、電気で駆動する伸縮性小型ポンプを開

発した＝写真。柔軟、軽量(Hラ程度）、無音の_,..,疇�

画期的なポンプで、大型ポンプにつながれない自
律したソフトロボットや軽塁なパワ ードス ーツ、
スマ ート衣類など人間の生活に適応するロボット
の実現に向けて大きな役割が期待される。

開発したポンプは全体がシリコ ーンエラストマ
ーなどの柔らかい材料で構成され、内部に直径 1 Bending the pump (> Vita Cacuccio/o I 2019 EPFL 

勺の流路と電極の列を持つ。流路は誘電性液体で満たされており、これに電圧が加
えられると、電子が電極から飛び出し誘電液体を構成する分子に電荷を与え、帯電
した分子は他の電極に引き付けられ、流路内の他の液体を動かす仕組み。これによ
り、電気で駆動する柔らかいポンプが実現した。

■ 2019Ene- 1 GP MOTEGIで総合 3 位入賞

］大阪電気通信大学l
栃木県のツインリンクもてぎで開催された「2019

言旦言［雪言青夏喜心；；；；；；；

■ 公開シンポでSocietv5. 0を考える

］広島
工業

大学］
「Society5, 0時代の波に乗ろう」と題した公開シンポ

ジウムを平和記念公園内の広島国際会議揚（広島市中区）
で開き、参加した約200人が超スマ ート社会 (Society5, 0) に向けた技術革新や取
り組み事例などを聴いた＝写真。

シンポジウムでは、内閣府の永井岳彦参
事官ら4氏が講演し、人工知能(Al)技
術や量子技術など強化が必要な基幹分野を
軸にした国の戦略などを紹介。AI研究の
延長線上にある社会の可能性など具体的な
事例を交えた話に、近未来社会のイメ ージ
を膨らませた。

続くパネルディスカッションでは広島工業大の林孝典教授をコ ー ディネ ー タ ー

に、 4 氏は失敗や不完全な技術を許容できない日本の特性がデジタルの浸透を他国
より遅らせているなどと指摘した。

電」に伴う架線トラプルは復旧に長時間を要する。今回開発した3次元シミュレ ー

ション技術では、分子、原子、イオン、電子のレベルで、同放電現象を精密かつ短
時間にシミュレ ートすることができる。

これにより、架線トラプルによる運転見合わせや事故の発生を低減できるほか、
架線の溶損を抑えることでメンテナンスコストの低減をはかることが期待される。
この研究成果は10月に米テキサス州で開かれた米匡物理学会主催の「第72回気体電
子工学年次会議(GEC)」で発表した。
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